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（１）計画期間・計画概要
■計画期間：令和４年度～令和８年度（５ヵ年度） ※令和４年３月策定
■計画概要：嬉野市の公共交通の現状に則した今後の公共交通のあり方を示し、将来にわたって市民の生活を支える“持続可能

な公共交通体系”を構築するためのマスタープラン。主にサービス水準の適正化や公共交通に関する環境を整備す
る施策を盛り込んでいる。

当年度

（２）施策展開ロードマップ(計画Ｐ８６,８７)
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（３）施策展開ロードマップ進捗状況

実施済 実施中 一部実施中 未実施

①乗合タクシー春日線と福祉バス（ヨッシー号）の統合 ○
・今年度より福祉課との協議を開始
・運賃無料、運行体制、財政負担など様々な課題を共有・認識

②路線バス三間坂線の分割/嬉野線への需要集約 ○ ・武雄市と需要集約に向け協議中

③路線バス牛の岳線および下吉田線の運行形態の見直し ○
・両路線ともに令和７年１０月より実証運行を開始
・利用状況に応じて運行形態・便数等を検討し、令和8年10月より本格運行に移行予定

④-1 乗合タクシー上久間線の運行形態の見直し ○
・当該路線の代替として令和４年度から嬉野市予約型乗合タクシーの実証運行を開始
・令和７年5月より本格運行開始

④-2 乗合タクシー大野原線の運行形態の見直し ○
・令和7年10月より運行形態を大幅に見直し、運行を開始
・今後の利用状況を見ながら、運行内容について検討を行う

⑤路線バス嬉野線の一部区間廃止にともなう新たな移動サービスの導入 ○
・令和7年10月より廃止区間における乗合タクシー関所跡線の実証運行を開始するとともに、東彼杵町
デマンド交通「どこっ茶バス」により県境を跨いだ移動が可能
・関所跡線については、利用状況に応じて便数等を調整し、令和8年10月より本格運行に移行予定

⑤高速バスからの二次交通の確保 ○ ・交通事業者との協議を行う

⑥嬉野温泉駅～嬉野地区中心部を運行する路線バスの利便性確保 ○
・新幹線開業に合わせ、路線バスの駅への乗り入れの実施
・路線バスの行先表示を行先ごとに番号表記
・スマートバス停にて多言語化表示を実施

⑦新たな移動サービスの提供 ○

【自動運転】
・令和５～7年度と自動運転の実証実験を実施、駅から中心市街地への移動の需要を把握
・自動運転に関して様々な課題を把握
→【EVバス・グリーンスローモビリティ】
・今後、新たなモビリティの導入に向けた検討

⑧均一運賃区間の設定 ○ ・交通事業者・沿線市町との協議を行う

⑨-1 交通拠点の整備（嬉野地区） ○ ・交通結節点機能を持つ嬉野温泉バスセンターの利便性向上に関する検討を行う

⑨-2 交通拠点の整備（塩田地区） ○ ・塩田庁舎の利活用に合わせて検討を行う

⑩乗り継ぎ環境の整備 ○
・嬉野温泉駅停留所にスマートバス停を設置
・令和７年度スマートバス停の多言語化対応を実施

⑪高校通学に対する支援 ○ ・市内在住者を対象とした新幹線定期券補助を実施

⑫地域コミュニティとの連携 ○ ・地域コミュニティと連携し、児童を対象としたバスの乗り方教室の実施などを検討を行う

⑬観光周遊促進策の展開 ○ ・イベント時のシャトルバスの運行

⑭多様な主体の連携により移動サービスの提供や利用促進を図る仕組みの導入 ○ ・自動運転実装の際には、車内のモニター広告等により協賛金等で運行を支える仕組みを検討

⑮地域が主体となった運行の促進 ○ ・ドライバー不足等の課題を考慮し、地域単位での運行の検討を行う

⑯情報提供･利用促進策等の展開 ○
・「乗合タクシー春日・大野原線」で運賃無料期間の実施
・出前講座、市報、うれしのほっとステーションでの広報を実施

施　　　策 備　考
実　施　状　況


